
平成 19 年度全国学力・学習状況調査の概要 

 

（１）調査の目的 

  ア 全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，各地域における

児童生徒の学力・学習状況を把握・分析することにより，教育及び教育施策の成果

と課題を検証し，その改善を図る。 

イ 各教育委員会，学校等が全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施策

の成果と課題を把握し，その改善を図り，併せて児童生徒一人一人の学習改善や学

習意欲の向上につなげる。 

 

（２）調査の対象とする児童生徒 

 国・公・私立学校の以下の学年の原則として全児童生徒を対象に実施した。 

【小学校調査】 

・小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年 

【中学校調査】 

・中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第３学年 

 

（３）調査事項及び手法 

①児童生徒に対する調査 

ア  教科に関する調査 

  〔国語Ａ，算数・数学Ａ〕 

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生

活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい

知識・技能など（主として「知識」に関する問題）を中心とした出題 

〔国語Ｂ，算数・数学Ｂ〕 

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のため

の構想を立て実践し評価・改善する力などにかかわる内容（主として「活用」

に関する問題）を中心とした出題 

イ  質問紙調査 

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施した。 

 

②学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の

状況及び児童生徒の体力・運動能力の全体的な状況等に関する質問紙調査を実施した。  

 

（４）調査日時  

平成１９年４月２４日（火） 

  【小学校調査】 

１時限目(45 分) ２時限目(45 分) ３時限目(45 分) ４時限目(45 分) 

国語Ａ(20 分) 

算数Ａ(20 分) 
国語Ｂ(40 分) 算数Ｂ(40 分) 児童質問紙(40 分) 

【中学校調査】 

１時限目(50 分) ２時限目(50 分) ３時限目(50 分) ４時限目(50 分) ５時限目(50 分) 

国語Ａ(45 分) 国語Ｂ(45 分) 数学Ａ(45 分) 数学Ｂ(45 分) 生徒質問紙(45 分) 
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【小学校調査】 

 

①  集計基準 

児童に対する調査について，平成１９年４月２４日に実施された教科に関する調査

及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する児童が

調査を実施した学校の結果を集計。 

 

②  集計学校数（小学校，特別支援学校小学部） 

  

調査対象者の在

籍する学校数 

 

４月２４日に調査

を実施した学校数

（実施率％） 

【参考】 

４月２５日～５月

１１日に調査を実

施した学校数 

【合計】 

４月２４日～５月

１１日に調査を実

施した学校数 

（実施率％） 

公立 21,939校 
21,889校

（99.8％）
31校 

21,920校

（99.9％）

国立 75校 
75校

（100.0％）
0校 

75校

（100.0％）

私立 180校 
108校

（60.0％）
2校 

110校

（61.1％）

合計 22,194校 
22,072校

（99.5％）
33校 

22,105校

（99.6％）

※４月２４日～５月１１日に調査を実施しなかった公立学校のうち，３校は５月１１

日以降に調査を実施，６校は調査問題を教材として活用することとしている。 

 

なお，公立学校については，調査対象者の在籍する学校を設置管理する1,880教育委

員会のうち，1,879教育委員会において調査を実施した。 

 

③ 児童数（小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年） 

  

調査対象児童数 

 

４月２４日に調査を実施

した児童数 

【参考】 

４月２４日～５月１１日

に調査を実施した児童数 

公立 1,157,271人 1,125,585人 1,131,337人

国立 7,812人 7,631人 7,669人

私立 11,719人 6,276人 6,436人

合計 1,176,802人 1,139,492人 1,145,501人

※公立・国立の調査対象児童数は，調査実施前に学校から申告された児童数。私立の

調査対象者児童数は，平成１９年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等

により増減の可能性がある。 

※調査を実施した児童数は，回収した解答用紙が最も多かった算数Ａの解答用紙の枚

数で算出。 
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【中学校調査】 

 

① 集計基準 

生徒に対する調査について，平成１９年４月２４日に実施された教科に関する調査，

２４日及び２５日に実施された質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査に

ついては，在籍する生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

 

② 集計学校数（中学校，中等教育学校，特別支援学校中学部） 

  

調査対象者の在

籍する学校数 

 

４月２４日に調査

を実施した学校数

（実施率％） 

【参考】 

４月２５日～５月

１１日に調査を実

施した学校数 

【合計】 

４月２４日～５月

１１日に調査を実

施した学校数 

（実施率％） 

公立 10,250校 
10,050校

（98.0％）
178校 

10,228校

（99.8％）

国立 81校 
78校

（96.3％）
3校 

81校

（100.0％）

私立 688校 
416校

（60.5％）
5校 

421校

（61.2％）

合計 11,019校 
10,544校

（95.7％）
186校 

10,730校

（97.4％）

※４月２４日～５月１１日に調査を実施しなかった公立学校のうち，２校は５月１１

日以降に調査を実施，１６校は調査問題を教材として活用することとしている。 

 

なお，公立学校については，調査対象者の在籍する学校を設置管理する1,890教育委

員会のうち，1,887教育委員会において調査を実施した。 

 

③ 生徒数（中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第３学年） 

  

調査対象生徒数 

 

４月２４日に調査を実施

した生徒数 

【参考】 

４月２４日～５月１１日

に調査を実施した生徒数 

公立 1,104,091人 1,023,516人 1,047,107人

国立 11,324人 10,540人 11,005人

私立 81,483人 43,153人 44,197人

合計 1,196,898人 1,077,209人 1,102,309人

※公立・国立の調査対象生徒数は，調査実施前に学校から申告された生徒数。私立の

調査対象者生徒数は，平成１９年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等

により増減の可能性がある。 

※調査を実施した生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった数学Ｂの解答用紙の枚

数で算出。 
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平成 20 年度全国学力・学習状況調査の概要 

 

（１）調査の目的 

  ア 国が，全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，各地域に

おける児童生徒の学力・学習状況をきめ細かく把握・分析することにより，教育及

び教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る。 

イ 各教育委員会，学校等が全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施策

の成果と課題を把握し，その改善を図るとともに，そのような取組を通じて，教育

に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

ウ 各学校が，各児童生徒の学力や学習状況を把握し，児童生徒への教育指導や学習

状況の改善等に役立てる。 

 

（２）調査の対象とする児童生徒 

 国・公・私立学校の以下の学年の原則として全児童生徒を対象に実施した。 

【小学校調査】 

・小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年 

【中学校調査】 

・中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第３学年 

 

（３）調査事項及び手法 

①児童生徒に対する調査 

ア  教科に関する調査 

  〔国語Ａ，算数・数学Ａ〕 

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生

活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい

知識・技能など（主として「知識」に関する問題）を中心とした出題 

〔国語Ｂ，算数・数学Ｂ〕 

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のため

の構想を立て実践し評価・改善する力などにかかわる内容（主として「活用」

に関する問題）を中心とした出題 

イ  質問紙調査 

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施した。 

 

②学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の

状況等に関する質問紙調査を実施した。  

 

（４）調査日時  

平成２０年４月２２日（火） 

  【小学校調査】 

１時限目(45 分) ２時限目(45 分) ３時限目(45 分) ４時限目以降 

国語Ａ(20 分) 

算数Ａ(20 分) 
国語Ｂ(40 分) 算数Ｂ(40 分) 児童質問紙(20 分) 

【中学校調査】 

１時限目(50 分) ２時限目(50 分) ３時限目(50 分) ４時限目(50 分) ５時限目以降 

国語Ａ(45 分) 国語Ｂ(45 分) 数学Ａ(45 分) 数学Ｂ(45 分) 生徒質問紙(20 分) 
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【小学校調査】 

 

①  集計基準 

児童に対する調査について，平成２０年４月２２日に実施された教科に関する調査，

２２日及び２３日に実施された質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査に

ついては，在籍する児童が調査を実施した学校の結果を集計。 

 

②  集計学校数（小学校，特別支援学校小学部） 

  

調査対象者の在

籍する学校数 

 

４月２２日に調査

を実施した学校数

（実施率％） 

【参考】 

４月２３日～５月

９日に調査を実施

した学校数 

【合計】 

４月２２日～５月

９日に調査を実施

した学校数 

（実施率％） 

公立 21,718校 
21,685校

（99.8％）
13校 

21,698校

（99.9％）

国立 76校 
76校

（100.0％）
0校 

76校

（100.0％）

私立 187校 
88校

（47.1％）
3校 

91校

（48.7％）

合計 21,981校 
21,849校

（99.4％）
16校 

21,865校

（99.5％）

※４月２２日～５月９日に調査を実施しなかった公立学校のうち，１校は５月９日以

降に調査を実施，９校は調査問題を教材として活用することとしている。 

 

なお，公立学校については，調査対象者の在籍する学校を設置管理する1,866教育委

員会のうち，1,865教育委員会において調査を実施した。 

 

③ 集計児童数（小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年） 

  

調査対象児童数 

 

４月２２日に調査を実施

した児童数 

【参考】 

４月２２日～５月９日に

調査を実施した児童数 

公立 1,173,886人 1,147,633人 1,153,152人

国立 7,737人 7,567人 7,608人

私立 11,967人 5,315人 5,559人

合計 1,193,590人 1,160,515人 1,166,319人

※公立・国立の調査対象児童数は，調査実施前に学校から申告された児童数。私立の

調査対象者児童数は，平成２０年度学校基本調査速報による。調査当日までの転入

出等により増減の可能性がある。 

※調査を実施した児童数は，回収した解答用紙が最も多かった算数Ａの解答用紙の枚

数で算出。 
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【中学校調査】 

 

① 集計基準 

生徒に対する調査について，平成２０年４月２２日に実施された教科に関する調査，

２２日及び２３日に実施された質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査に

ついては，在籍する生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

 

② 集計学校数（中学校，中等教育学校，特別支援学校中学部） 

  

調査対象者の在

籍する学校数 

 

４月２２日に調査

を実施した学校数

（実施率％） 

【参考】 

４月２３日～５月

９日に調査を実施

した学校数 

【合計】 

４月２２日～５月

９日に調査を実施

した学校数 

（実施率％） 

公立 10,191校 
10,121校

（99.3％）
53校 

10,174校

（99.8％）

国立 81校 
79校

（97.5％）
2校 

81校

（100.0％）

私立 701校 
374校

（53.4％）
10校 

384校

（54.8％）

合計 10,973校 
10,574校

（96.4％）
65校 

10,639校

（97.0％）

※４月２２日～５月９日に調査を実施しなかった公立学校のうち，１校は５月９日以

降に調査を実施，１２校は調査問題を教材として活用することとしている。 

 

なお，公立学校については，調査対象者の在籍する学校を設置管理する1,872教育委

員会のうち，1,871教育委員会において調査を実施した。 

 

③ 集計生徒数（中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第３学年） 

  

調査対象生徒数 

 

４月２２日に調査を実施

した生徒数 

【参考】 

４月２２日～５月９日に

調査を実施した生徒数 

公立 1,086,658人 1,029,104人 1,036,721人

国立 11,376人 10,791人 11,100人

私立 83,893人 36,374人 37,847人

合計 1,181,927人 1,076,269人 1,085,668人

※公立・国立の調査対象生徒数は，調査実施前に学校から申告された生徒数。私立の

調査対象者生徒数は，平成２０年度学校基本調査速報による。調査当日までの転入

出等により増減の可能性がある。 

※調査を実施した生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった数学Ｂの解答用紙の枚

数で算出。 
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全国学力・学習状況調査の分析・活用の推進に関する専門家検討会議について

平成１９年１２月３日

初等中等教育局長決定

（平成20年5月23日一部改正）

１．設置の趣旨

全国学力・学習状況調査の結果（以下「調査結果」という。）を活用して，

教育及び教育施策の成果や課題等を検証し，その改善を図るため，調査結果に

関し，更に専門的な分析を行うとともに，調査結果の分析・活用の推進のため

の方策等について専門家による検討を行う。

２．検討事項

（１）児童生徒の学力・学習状況等を的確に把握・検証するための分析手法

について

（２）調査結果を活用した改善に向けた取組の推進方策について

（３）その他調査結果の分析・活用を推進するための方策について

３．実施方法

（１）別紙の学識経験者等の協力を得て，上記の検討を行う。

（２）本検討会議のもとに，ワーキンググループを置くことができる。

（３）必要に応じて，別紙以外の関係者にも協力を求めることができる。

４．実施期間

平成１９年１２月３日から平成２１年３月３１日とする。

５．その他

この検討に関する庶務は，初等中等教育局教育水準向上プロジェクトチーム

学力調査室において行う。
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（別紙）

全国学力・学習状況調査の分析・活用の推進に関する専門家検討会議委員

【50音順】

座長代理 荒井 克弘 東北大学大学院教育学研究科教授

市川 伸一 東京大学大学院教育学研究科教授

市川 真文 武庫川女子大学文学部教授

小川 正人 放送大学教養学部教授

座長 梶田 叡一 兵庫教育大学学長

神山 安弘 江東区立東陽小学校長

清水 静海 筑波大学大学院人間総合科学研究科准教授

清水 美憲 筑波大学大学院人間総合科学研究科准教授

田中 博之 大阪教育大学教育学部教授

田村 哲夫 学校法人渋谷教育学園理事長，渋谷幕張中学・高等学校長

土屋 隆裕 統計数理研究所データ科学研究系准教授

野嶋 栄一郎 学校法人早稲田大学常任理事

福田 幸男 横浜国立大学教育人間科学部教授

牧原 明人 広島県教育委員会事務局教育部指導第一課長

耳塚 寛明 お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授

八島 行久 新宿区立落合中学校長

山崎 博敏 広島大学大学院教育学研究科教授
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分析ワーキンググループの設置について

１．趣旨

「全国学力・学習状況調査の分析・活用の推進に関する専門家検

討会議（以下，「検討会議」という。）」における専門的な検討を加

速するため，検討会議のもとに「分析ワーキンググループ」を設

置する。

２．構成員

市川 伸一 東京大学大学院教育学研究科教授

小川 正人 東京大学大学院教育学研究科教授

田中 博之 大阪教育大学教育学部教授

土屋 隆裕 統計数理研究所データ科学研究系准教授

野嶋 栄一郎 学校法人早稲田大学常任理事

福田 幸男 横浜国立大学教育人間科学部教授

主査 耳塚 寛明 お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学

研究科教授

山崎 博敏 広島大学大学院教育学研究科教授

３．その他

座長及び座長代理は，ワーキンググループの会議に参加できる。
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全国学力・学習状況調査の分析・活用の推進に関する専門家検討会議について

平成２１年５月２１日

初等中等教育局長決定

１．設置の趣旨

全国学力・学習状況調査の結果（以下「調査結果」という。）を活用して、

教育及び教育施策の成果や課題等を検証し、その改善を図るため、調査結果に

関し、更に専門的な分析を行うとともに、調査結果の分析・活用の推進のため

の方策、専門家による検討を行う。

２．検討事項

（１）児童生徒の学力・学習状況等を的確に把握・検証するための分析手法

について

（２）調査結果を活用した改善に向けた取組の推進方策について

（３）その他調査結果の分析・活用を推進するための方策について

３．実施方法

（１）別紙の学識経験者等の協力を得て、上記の検討を行う。

（２）本検討会議のもとに、ワーキンググループを置くことができる。

（３）必要に応じて、別紙以外の関係者にも協力を求めることができる。

４．実施期間

平成２１年５月２１日から平成２３年３月３１日とする。

５．その他

この検討に関する庶務は、初等中等教育局参事官付において行う。
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（別紙）

全国学力・学習状況調査の分析・活用の推進に関する専門家検討会議委員

【50音順】

座長代理 荒井 克弘 独立行政法人大学入試センター 試験･研究副統括官

座長 梶田 叡一 兵庫教育大学長

上月 敏子 兵庫県芦屋市教育委員会学校教育部長

坂本 和良 東京都教育庁指導部義務教育特別支援教育指導課長

柴山 直 東北大学大学院教育学研究科教授

志水 宏吉 大阪大学大学院人間科学研究科教授

清水 静海 帝京大学文学部教育学科准教授

清水 美憲 筑波大学大学院人間総合科学研究科教授

曽我 邦彦 日本ＰＴＡ全国協議会長

田中 博之 早稲田大学大学院教職研究科教授

田村 哲夫 学校法人渋谷教育学園理事長、渋谷幕張中学・高等学校長

土屋 隆裕 統計数理研究所データ科学研究系准教授

野嶋 栄一郎 早稲田大学常任理事

野原 明 文化女子大学教授、同大附属杉並中学・高等学校長

福田 幸男 横浜国立大学教育人間科学部教授

耳塚 寛明 お茶の水女子大学理事・副学長

宮田 周二 大田区立東糀谷小学校長

八島 行久 新宿区立落合中学校長

山崎 博敏 広島大学大学院教育学研究科教授

吉賀 忠雄 広島県教育委員会教育部指導第一課長
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分析ワーキンググループの設置について

１．趣旨

「全国学力・学習状況調査の分析・活用の推進に関する専門家検

討会議（以下、「検討会議」という。）」における専門的な検討を加

速するため、検討会議のもとに「分析ワーキンググループ」を設

置する。

２．構成員

柴山 直 東北大学大学院教育学研究科教授

志水 宏吉 大阪大学大学院人間科学研究科教授

田中 博之 早稲田大学大学院教職研究科教授

土屋 隆裕 統計数理研究所データ科学研究系准教授

野嶋 栄一郎 早稲田大学常任理事

福田 幸男 横浜国立大学教育人間科学部教授

主査 耳塚 寛明 お茶の水女子大学理事・副学長

山崎 博敏 広島大学大学院教育学研究科教授

３．その他

座長及び座長代理は、ワーキンググループの会議に参加できる。
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分析統括専門委員会について

平 成 ２ ０ 年 ９ 月 ８ 日

改訂 平成２１年４月１日

全国学力・学習状況調査実施本部決定

１．構成

構成員は，次のとおりとする。

委員長 大臣官房審議官（初等中等教育担当）

副委員長 国立教育政策研究所次長

委員 主任視学官

参事官（学校運営支援担当）

国立教育政策研究所教育課程研究センター長

なお，必要に応じて上記以外に，国立教育政策研究所や全国学力・学習状況

調査の分析・活用の推進に関する専門家検討会議などの関係者にも協力を求め

ることができる。

２．実施内容及び実施方法

全国学力・学習状況調査実施本部の下，全国学力・学習状況調査の分析・活

用の推進に関する専門家検討会議及びその他外部研究者と連携しつつ，全国学

力・学習状況調査の結果の分析を統括し多面的な分析を推進する。

３．庶務

分析統括専門委員会の庶務は，国立教育政策研究所教育課程研究センター学

力調査課の協力を得て，参事官（学校運営支援担当）付学力調査室において処

理する。

- 239 -



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




